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西
村
誠
治
氏
は
「
一
人
で
で
き
る
農
業
」

に
こ
だ
わ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
「
最
小
の

機
械
で
作
業
で
き
る
最
大
の
面
積
を
見
極

め
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

諫
早
湾
干
拓
地
の
農
地
化
事
業
に
オ
ペ

レ
ー
タ
と
し
て
加
わ
り
、
ヘ
リ
防
除
・
大

豆
転
作
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
農
事
組
合
法

人
の
代
表
も
務
め
る
西
村
氏
は
、
現
時
点

で
そ
れ
を
「
15
ha
程
度
」
と
す
る
。
そ
れ

以
上
で
あ
れ
ば
機
械
を
増
や
さ
ざ
る
を
え

ず
、
償
却
費
が
利
益
を
圧
迫
す
る
。

西
村
氏
は
「
規
模
拡
大
に
自
信
も
実
力

も
あ
る
」
と
話
す
が
、
な
ぜ

一
人
で
で

き
る
農
業

に
こ
だ
わ
る
の
か
。

「
数
名
で
50
ha
、
１
０
０
ha
の
規
模
を

経
営
す
る
人
は
い
る
。
し
か
し
管
理
で
き

る
の
は
、
そ
の
面
積
の
中
だ
け
で
、
周
辺

の
河
川
や
道
路
、
畦
畔
ま
で
手
が
お
よ
ば

な
い
こ
と
が
多
い
。
才
覚
あ
る
人
が
経
営

を
拡
大
す
る
こ
と
は
自
然
の
流
れ
だ
と
し

て
も
、
地
域
を
無
視
し
た
自
己
中
心
的
な

経
営
は
、
環
境
保
全
と
い
う
観
点
で
だ
け

見
て
も
、
農
業
の
未
来
に
と
っ
て
望
ま
し

い
と
は
思
え
な
い
」

つ
ま
り
西
村
氏
は
、
自
身
の
経
営
を
ブ

レ
ー
キ
役
に
す
る
こ
と
で
、
集
落
の
急
激

【経営データ】
■年間売上：1000万円
■経営面積：小麦15ha、コメ4ha（借地を除
く自作地での裏作）
■労働構成：本人、妻の2名
■出荷先：小麦、コメともに地元JAへ全量出荷

※■の数字は資料請求番号です。

西村氏の麦作は、一畝8条の密条
薄播き。畝間が心心で150cm、
作業道を20cmとっている。

ロータリカルチ（松山㈱「RM-212M」）
西村氏の麦作の畝幅は130cm。カルチで
土寄せする際、トラクタが通常の車幅で
は畝の肩を踏みつけてしまう。そのため、
写真ABにあるようにトラクタのリアア
クスルを40cmほど延長した。注目は、車
軸を伸ばすのではなく、ホイールとディ
スクの間にマス状の鉄板を挟んでいるこ
と。そして、ディスクを反対に取り付け
長さを稼いでいること。これなら「最低
限の手間で改造できる。発想の転換」と
西村氏。実際に畝をまたいで作業してい
る様子は写真C。麦作は、除草や分けつ
の促進に何度も畝に
「土の布団をかける」
ため、トラクタの圃
場走行頻度が多い。
「機械への投資を減ら
すため、できるだけ
圃場に機械を合わせ
る」という西村氏な
らではの改造だ。畝
全体に、麦を埋めな
い程度に軽く土をか
けることができる、
同カルチの作業能力
にも西村氏は高い評
価を与えている。

71 トラクタ（ヤンマー農機㈱「FX24D」）
西村氏はトラクタの購入に際し、その
シリーズの最小馬力を選ぶ。理由は
「同じシリーズには同一エンジンを使
っているケースがほとんどで、ストロ
ークやボアの変更やセッティングで回
転数を上げ、馬力を稼いでおり」高馬
力のものほどエンジンへの負荷が大き
いため。最小馬力である方が寿命も長
く「使っているうちに各部位が摩耗し、
力が上がる」ことさえあるという。西
村氏が所有しているもう一台、ヤンマ
ーの「AF28J」も同様の理由で選んだ。

西
村
誠
治
氏
は
、
自
身
の
経
営
を
農
村
地
域
が
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
ま
で
の

ブ
レ
ー
キ
役

と
位
置
付
け
る
。
闇
雲
に
規
模
拡
大
を
目
指
さ
な
い
「
一
人
で
で
き
る
農
業
」
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、

西
村
氏
が
使
う
最
小
限
の
機
械
に
は
、
最
大
の
利
益
を
上
げ
る
工
夫
が
随
所
に
施
さ
れ
て
い
る
。

A

B

C



自作コンバイン輸送車
2tトラックの前輪車軸を利用した
自作。トラクタでけん引し、コン
バインを収穫する圃場まで輸送す
る。トラックの車軸を使ったのは、
車軸の地上高が低いため。荷台を
低くすれば当然コンバインを乗せ
やすく、安定性や安全性につなが
る。車軸部がシーソーになってお
り、コンバインが乗り、重心が前
にかかると水平になる。走行時は
ピンで荷台を固定する。
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な
変
化
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

そ
れ
は
、
特
定
の
経
営
者
が
後
続
に
水
を

開
け
る
こ
と
で
生
じ
る
、
地
域
の
人
間
関

係
の
軋
轢
を
懸
念
し
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。

西
村
氏
が
組
織
す
る
ヘ
リ
防
除
と
大
豆

転
作
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
の
農
事
組
合
法
人

も
、
営
利
目
的
と
い
う
よ
り
は
、
高
齢
の

生
産
者
や
兼
業
農
家
の
作
業
を
助
け
る
た

め
に
結
成
さ
れ
た
。
い
ず
れ
農
家
が
淘
汰

さ
れ
、
緩
や
か
に
集
落
が
変
わ
る
ま
で
、

地
域
を
守
る
「
人
手
」
を
で
き
る
だ
け
確

保
し
よ
う
と
い
う
の
が
西
村
氏
の
考
え
で

あ
り
、
こ
れ
が

一
人
で
で
き
る
農
業

に
こ
だ
わ
る
理
由
な
の
だ
。

こ
う
し
た
経
営
観
を
持
つ
、
西
村
氏
の

機
械
選
び
や
改
良
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、

効
率
的
な
機
械
作
業
を
考
え
る
上
で
注
目

す
る
点
が
多
い
。

エ
ン
ジ
ン
構
造
か
ら
寿
命
が
長
い
で
あ

ろ
う
ト
ラ
ク
タ
を
選
び
、
最
小
の
馬
力
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
作
業
機
を
組

合
せ
る
。
ま
た
、
自
分
で
作
れ
る
も
の
は

自
作
し
、
消
耗
品
を
最
低
限
に
抑
え
る
。

干
拓
地
事
業
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
、
７
０
０
ha
近
い
土
地
で
１
０
０
馬
力

ト
ラ
ク
タ
を
操
作
し
、
大
型
作
業
機
を
自

在
に
操
る
西
村
氏
は
、
自
身
の
経
営
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

「
大
規
模
経
営
へ
の
誘
惑
が
頭
を
よ
ぎ

る
が
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
夢
は
次
の
世

代
に
譲
る
。
私
は
集
落
を
守
る
経
営
を
し

た
い
」
と
西
村
氏
は
話
す
。（
野
村
大
樹
）

スーパー読者の経営力が選ぶあの商品この技術

自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン

（
ヤ
ン
マ
ー
農
機
㈱
「
C
A
3
5
5
」）

自作輸送用コンテナ
トラックに乗せ、圃場から乾燥機まで麦やコメ
を運ぶコンテナ。乾燥機の張込み口には、らせ
ん排出コンベアで送り出す。収容量は約1t、
25a分の収穫物を積める。自作で一番困難だっ
たのは、内部の傾斜。収穫時は麦やコメの水分
が多く「容量との兼ね合いで流れを良くするた
め、どこまで傾斜をつけるか頭を悩ませた」と
西村氏。

西村氏がコンバインの走行部を利用して作ったブ
ームスプレーヤ。西村氏が使用しているのは、近
隣農家に請われ過去20台作ったうちの初号機。ブ
ームには建築資材の鉄パイプを使い、ノズルやホ
ースはホームセンターで購入。写真右下にあるよ
うに、走行する畝と両脇の3畝に液剤を同時散布
できる。西村氏の圃場は、1往復（6畝）で20a。反
当100R散布するため、往復で200R必要だが、ポ
ンプへの吸い込みの効率を考慮し、300Rタンク
を積んでいる。散布時は、同機を畝に乗せ作業す
るが、分けつを
促す麦踏みにも
なるため好都
合。水和剤には、
写真右の「ハー
モニー」を使う。
1箱7万円かかる
が除草効果はて
きめんとのこ
と。希釈倍率は
1袋（ 1 0 g ）で
100R。

振
動
サ
ブ
ソ
イ
ラ

（
松
山
㈱
「
S
2
7
B
」）

施
肥
・
播
種
機

（
サ
ン
機
工
㈱
「
さ
ば
け
る
ス
ー
パ
ー
S-

1
0
0
0
」）

72自
作
ブ
ー
ム
ス
プ
レ
ー
ヤ

西村氏の圃場は粘土質。排水性促進のため、既設の暗渠
管に直行する形で150cm間隔で同機を走らせる。硬盤に
亀裂を入れ、簡易暗渠とするためだ。振動式で、けん引
抵抗が小さいため西村氏の所有する30馬力以下のトラ
クタで作業可能。30cmよりやや浅い位置にある硬盤に
弾丸部が当たるよう、深さを設定している。

ロータリの後部に連結し、耕うんから施肥・播種
まで一工程で作業できる、麦用密条薄播き播種機。
西村氏は、5連、10条播きの同機を自身の圃場に
合わせ、4連8条で使用する。8条播きの「S-800」
ではなく同機を使うのは、施肥・播種ロールを回
転させる駆動輪が両サイドに2つ、畝をまたぐ形
であるため。「S-800」だと中央にある駆動輪が
刈り株などに引っかかり、ロールの回転が止まる
などのトラブルが起こりえるからだ。

6馬力のティラーに
装着し、写真右の
ように乗用型にし
て畝の上を走行す
る自作品。鉄製の
ローラだと農道の
移動中、振動や騒音が大きいので、タ
イヤに代えた。後輪は6輪で、ティラ
ーの車軸を延長して取り付けた前輪は
4輪。前輪を4輪にしたのは、接地圧を
考慮してのこと。乗用式にしたため作
業は「格段に楽になった」と西村氏は
話す。

4条刈り。西村氏は機械の使用年数を1年でも増や
せば、分散される償却費が“利益”に転じるとの
考えから、機械のメンテナンスには細心の注意を
払う。写真Aは、脱穀の心臓部こぎ胴。サビ止め
に市販のカラースプレーを吹き付けている。こぎ
歯の摩耗は特に激しく、同処理は、摩耗対策にも
なっている。同様に、金属部がむき出しの部位に
は新品のうちに塗料を塗る。写真Bは、脱穀各部
を駆動させるベルト。亀裂が入っていることがわ
かる。この状態でも1シーズンは使えるため、ベル
トを取り寄せてもすぐには交換しない。収穫作業
中でも、すぐに交換できるようストックは写真C

のようにミラーにかけておくが、熟練の整備技術
があればこその発想だ。

除草剤
（デュポン㈱「ハーモニー
75DF水和剤」）

自作麦踏みローラ
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B

C


